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古
代
史
の
基
本
文
献

　

基
本
文
献
史
料
の
所
在
と
解
説　
古
代
史
を
研
究
す
る
た
め

に
は
、
文
献
史
料
に
も
と
づ
く
方
法
と
、
考
古
資
料
に
も
と
づ

く
も
の
と
、
大
き
く
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。

　

先
史
時
代
・
原
始
時
代
の
研
究
は
、
考
古
学
や
人
類
学
に
よ

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
献
の
記
録
が
存
在
す
る
歴
史
時
代

に
お
い
て
も
寺
院
跡
、
官か

ん
が衙
跡
、
集
落
、
古
墳
な
ど
を
対
象
に

考
古
学
に
よ
る
解
明
が
有
効
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
歴
史
考
古
学

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

近
年
で
は
歴
史
考
古
学
は
古
代
史
の
み
な
ら
ず
、
中
世
史
、

近
世
史
、
近
代
史
等
に
お
い
て
も
戦
跡
考
古
学
・
産
業
考
古
学

な
ど
と
し
て
、
歴
史
の
解
明
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
考
古
学
的
な
遺
跡
・
遺
物
の
研
究
は
、
遺
跡
の
立
地
環
境
、

層
位
の
確
認
、
遺
物
の
型
式
、
編
年
、
類
例
の
出
土
例
の
収
集

な
ど
、
発
掘
調
査
報
告
書
の
精
査
と
遺
物
等
の
実
見
に
よ
っ
て

デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
、
歴
史
を
復
元
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
る
、
文
献
史
料
に
も

と
づ
い
て
古
代
史
を
研
究
す
る
場
合
の
代
表
的
な
史
料
の
紹
介

と
使
い
方
、
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
『
尼
崎
市
史
』
第
四
巻
（
古
代
・
中
世
史
料
編
）
に
収
め
ら
れ

た
平
安
時
代
ま
で
の
編
年
史
料
（
時
期
・
時
代
順
に
収
集
さ
れ
た

史
料
）
に
は
、
貴
族
の
日
記
や
貴
族
・
寺
院
な
ど
に
所
蔵
さ
れ

た
古
文
書
・
古
記
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
史
料
の
所
蔵
・
伝

来
の
あ
り
方
が
中
世
史
料
と
共
通
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
解

説
は
中
世
の
史
料
編
に
譲
り
ま
す
。

　

尼
崎
の
古
代
史
料　
市
史
史
料
編
で
は
『
古
事
記
』『
日
本

書
紀
』『
続し

ょ
く

日に
ほ
ん
ぎ

本
紀
』『
日に
ほ
ん
こ
う
き

本
後
紀
』
な
ど
の
ほ
か
、『
類る
い
じ
ゅ
う聚

三さ
ん
だ
い
き
ゃ
く

代
格
』『
延
喜
式
』
な
ど
の
法
制
史
料
、
さ
ら
に
『
万
葉
集
』

な
ど
か
ら
、
古
代
の
尼
崎
に
関
係
の
あ
る
記
事
や
、
尼
崎
に
居

住
し
て
い
た
古
代
氏
族
が
登
場
し
て
い
る
記
事
な
ど
を
収
集
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
摂
津
国こ

く
が衙
に
関
わ
る
史
料
、
東
大
寺
な
ど

の
寺
院
史
料
、
寺
社
の
縁
起
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
『
古
事
記
』
は
奈
良
時
代
に
勅
命
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た

神
話
・
伝
承
を
ま
と
め
た
書
物
で
す
し
、『
日
本
書
紀
』
以
下

は
六
国
史
と
呼
ば
れ
る
朝
廷
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
正
史
で

す
。古
代
の
尼
崎
に
関
わ
る
国
衙
や
寺
社
関
係
の
文
書
の
う
ち
、

地
元
に
伝
来
さ
れ
た
文
書
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
れ
ら
は
東
大

寺
な
ど
中
央
の
寺
社
に
保
存
・
伝
来
さ
れ
た
史
料
で
あ
り
、
そ

の
代
表
的
な
も
の
が
正
倉
院
文
書
で
す
。

　

古
代
史
の
基
本
史
料
は
、
正
倉
院
文
書
も
含
め
て
刊
本
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
古
代
史
の
史
料
も
永
い
歴

史
の
な
か
で
原
本
・
写
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

中
世
・
近
世
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
お

い
て
は
そ
の
写
本
も
膨
大
で
、
写
本
の
系
統
に
つ
い
て
の
知
識

（
書
誌
学
と
い
い
ま
す
）
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に
紹
介
す

る
刊
本
に
は
、
そ
う
し
た
写
本
の
諸
系
統
や
写
本
間
の
異
同
に

関
す
る
情
報
が
凡
例
・
校
訂
・
解
説
の
か
た
ち
で
記
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
古
代
史
の
史
料
を
み
る
際
に
は
ま
ず
刊
本
に
あ
た

る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

尼
崎
の
古
代
史
の
史
料
を
集
め
た
市
史
第
四
巻
に
も
、
出
典

と
な
る
刊
本
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
古
事
記
』　
和
銅
四
年
（
七
一
一
）、
元
明
天
皇
の
命
に
よ
り

編
さ
ん
さ
れ
、
翌
年
（
七
一
二
）
に
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

序
文
に
よ
れ
ば
天
武
天
皇
の
時
代
に
諸
氏
族
間
の
伝
承
・
記

録
を
集
め
る
作
業
が
稗ひ

え
だ
の田
阿あ

れ礼
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
が
中
断

し
、
元
明
天
皇
の
時
代
に
な
っ
て
太お

お
の
安や
す
ま
ろ

万
侶
に
よ
っ
て
筆
録
・

完
成
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
序
文
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は

諸
説
あ
り
、『
古
事
記
』
偽
書
説
も
一
部
に
存
在
し
ま
す
が
、

口
承
の
時
代
か
ら
文
字
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
る
時
代
へ
の
過
渡

期
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。『
日
本
書
紀
』

と
並
ん
で
古
代
史
の
基
本
史
料
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
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ま
せ
ん
。

　

三
巻
か
ら
な
り
、
上
巻
が
神
代
の
物
語
、
い
わ
ゆ
る
神
話
の

部
分
で
あ
り
、
中
巻
が
伝
承
的
な
天
皇
の
歴
代
、
下
巻
は
仁
徳

天
皇
か
ら
推
古
天
皇
を
も
っ
て
終
わ
り
ま
す
。
神
話
・
物
語
と
、

神
々
の
系
譜
・
天
皇
の
系
譜
的
記
事
か
ら
な
り
ま
す
。
尼
崎
地

域
に
直
接
関
わ
る
神
話
・
物
語
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
神
々
・
皇

族
の
な
か
に
尼
崎
と
関
わ
る
名
前
が
登
場
し
ま
す
。

　
『
古
事
記
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
平
明
な
文
庫
本
が
何

種
類
も
あ
り
ま
す
が
、
註
釈
・
校
訂
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
も

の
と
し
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
）、

日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
）、
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
（
小
学
館
、一
九
九
七
）
に
『
古
事
記
』
の
一
巻
が
あ
り
、

笠
間
書
院
に『
古
事
記
注
解
』（
一
九
九
三
～
一
九
九
七
）の
シ
リ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
に
は
口
語
訳
も

つ
い
て
い
ま
す
。

　

六り
っ
こ
く
し

国
史　
『
日
本
書
紀
』
に
始
ま
り
『
日
本
三
代
実
録
』

に
い
た
る
勅ち

ょ
く
せ
ん撰の
正
史
を
、
六
国
史
と
い
い
ま
す
。

　
『
日
本
書
紀
』
は
神
代
か
ら
持
統
一
一
年
（
六
九
七
）、『
続
日

本
紀
』
は
文
武
元
年
（
六
九
七
）
か
ら
延
暦
一
〇
年
（
七
九
一
）、

『
日
本
後
紀
』
は
延
暦
一
一
年
（
七
九
二
）
か
ら
天
長
一
〇
年

（
八
三
三
）、『
続し
ょ
く

日に
ほ
ん
こ
う
き

本
後
紀
』
は
天
長
一
〇
年
か
ら
嘉
祥
三
年

（
八
五
〇
）、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
は
嘉
祥
三
年
か
ら
天
安

二
年
（
八
五
八
）、『
日
本
三
代
実
録
』
が
天
安
二
年
か
ら
仁
和

三
年
（
八
八
七
）
を
所
載
し
ま
す
。
し
か
し
、『
日
本
後
紀
』
の

よ
う
に
、今
日
伝
わ
る
写
本
に
欠
落
を
含
む
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

六
国
史
全
体
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
新
訂
増
補
国
史
大
系

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
二
・
一
九
五
三
）
が
あ
り
ま
す
。
な
お
六

国
史
を
項
目
ご
と
に
編
さ
ん
し
た
も
の
に
、
菅
原
道
真
に
よ
る

『
類る

い
じ
ゅ
う聚
国こ
く
し史
』
が
あ
り
、六
国
史
の
欠
落
を
補
え
る
と
と
も
に
、

テ
ー
マ
に
よ
っ
て
記
事
を
集
め
る
の
に
も
至
便
で
す
。
新
訂
増

補
国
史
大
系
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
『
日
本
書
紀
』
は
最
も
研
究
蓄
積
が
厚
く
、
律
令
制
以
前
の

古
代
史
研
究
の
基
本
史
料
で
す
。
神
代
巻
お
よ
び
伝
承
的
な
天

皇
の
歴
代
の
巻
は
実
録
的
な
史
料
と
は
い
え
ず
、
読
む
に
は
史

料
操
作
の
方
法
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
天
武
天
皇

の
巻
（
壬じ
ん
し
ん申
の
乱
を
描
く
二
八
巻
と
天
武
の
治
世
二
九
巻
か
ら
な
る
）

と
持
統
天
皇
の
巻
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
実
録
的
な
編
年
史
料
と

し
て
扱
え
ま
す
。
戦
後
の
『
日
本
書
紀
』
に
関
す
る
研
究
成
果

を
盛
り
込
ん
だ
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
上
・
下

（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
・
一
九
六
七
）
は
必
携
で
す
。

　
『
続
日
本
紀
』
は
、
実
録
的
な
編
年
史
料
と
し
て
、
奈
良
時

代
の
基
本
史
料
で
す
。
政
治
史
・
制
度
史
的
な
内
容
が
豊
富

で
あ
り
、
研
究
の
進
展
を
反
映
し
て
註
釈
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
林
陸
朗
『
完
訳
注
釈
続
日
本
紀
』
一
～
七
（
現
代
思
潮
社
、

一
九
八
五
～
一
九
八
九
）
の
ほ
か
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続

日
本
紀
』
一
～
五
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
～
一
九
九
八
）
が
精

細
で
す
。

　
『
日
本
後
紀
』
以
降
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
と
日
記
・

儀
式
書
な
ど
に
も
と
づ
く
研
究
が
進
展
し
て
い
る
摂
関
政
治

期
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
九
世
紀
の
研
究
が
比
較
的
遅
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
戦
前
の
『
校
訂
標
注
六
国
史
』（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
二
九
）
を
除
い
て
注
釈
書
が
あ
ま
り
出
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
近
年
『
訳
注
日
本
史
料　

日
本
後
紀
』（
集
英
社
、

二
〇
〇
三
）
が
刊
行
さ
れ
、
欠
落
し
た
巻
の
復
元
も
含
め
て
充

実
し
た
註
釈
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
古
代
史
料
―
法
制
史
料
・
大
日
本
古
文
書
・
平
安

遺い

文ぶ
ん
―　
古
代
国
家
は
律
令
法
を
完
備
し
た
中
央
集
権
国
家
で

あ
り
、
法
制
史
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
養
老
律
令
の
基
本
テ
キ

ス
ト
に
は
、
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
）

が
あ
り
ま
す
。

　

律
令
法
の
追
加
法
令
・
単
行
法
令
は
格き

ゃ
くと
い
い
、
官
庁
ご
と

の
施
行
細
則
は
式
と
い
い
ま
す
。『
類
聚
三
代
格
』
は
弘こ

う
に
ん仁
・

貞じ
ょ
う
が
ん観
・
延
喜
年
間
に
集
成
さ
れ
た
格
の
基
本
史
料
で
あ
り
、

『
延
喜
式
』
は
式
文
の
集
成
で
す
。
と
も
に
新
訂
増
補
国
史
大

系
に
入
っ
て
い
ま
す
。「
延
喜
式
」
所
載
の
神

じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
は
官
社

（
神じ
ん
ぎ
か
ん

祇
官
登
録
の
公
的
神
社
）
の
リ
ス
ト
で
あ
り
、
現
尼
崎
市
域

内
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
伊い

さ

ぐ
佐
具
神
社
の
名
が
み
え
ま
す
。

　

東
大
寺
の
正
倉
院
に
伝
来
さ
れ
た
奈
良
時
代
の
文
書
群
が
正

倉
院
文
書
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
東
大
寺
の
写
経
所
で
反ほ

ご故
紙

と
し
て
利
用
さ
れ
た
、
戸
籍
・
計け

い
ち
ょ
う帳
・
正し
ょ
う
ぜ
い
ち
ょ
う

税
帳
な
ど
国
衙

で
作
成
さ
れ
中
央
官
庁
に
伝
達
さ
れ
た
当
時
の
公
文
書
が
含
ま

れ
ま
す
。
正
倉
院
以
外
の
東
大
寺
関
係
の
文
書
群
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
は
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
・
家
わ
け
東
大
寺
文

書
（
東
京
大
学
出
版
会
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
市

域
内
に
居
住
し
た
東
大
寺
の
奴ぬ

ひ婢
や
、
摂
津
国
内
に
土
地
を
領

有
し
た
法
隆
寺
の
資
財
目
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
か
ら
元
暦
二
年

（
一
一
八
五
）
ま
で
の
古
代
の
古
文
書
は
、『
平
安
遺
文
』（
東
京

堂
出
版
）
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
尼
崎
・
摂
津
関
係
で
は
、

摂
津
国
司
の
行
政
報
告
書
で
あ
る
摂
津
国
租そ

ち
ょ
う帳
・
大だ
い
け
い
ち
ょ
う

計
帳
案
・

出す
い
こ挙
帳ち
ょ
う

案
・
調ち
ょ
う
ち
ょ
う帳
案
が
あ
り
ま
す
。
形
骸
化
し
た
帳
簿
の

よ
う
で
す
が
、
川
辺
郡
内
の
水
田
の
種
類
・
面
積
、
神か

ん
べ戸
の
所

在
が
わ
か
り
ま
す
。

　

な
お
、『
平
安
遺
文
』『
鎌
倉
遺
文
』
は
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
公
開

さ
れ
て
お
り
、
文
字
検
索
に
よ
り
該
当
個
所
の
文
字
デ
ー
タ
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
執
筆
者
〕
高た
か
は
し橋　

明あ
き
ひ
ろ裕
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こ
こ
で
は
尼
崎
に
関
す
る
古
代
史
の
史
料
を
特
質
ご
と
に
わ

け
て
、
史
料
の
使
い
方
と
留
意
点
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

伝
承
史
料　
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』（
以
下
、
記
紀
）
の

非
実
録
的
な
巻
や
『
住す

み
よ
し
た
い
し
ゃ

吉
大
社
神じ
ん
だ
い
き

代
記
』
な
ど
は
、
歴
史
の
事

実
そ
の
も
の
を
書
き
表
し
た
実
録
的
な
史
料
で
は
な
く
、神
話
・

伝
承
を
記
し
た
伝
承
史
料
で
す
。
実
録
的
な
史
料
も
含
め
て
、

す
べ
て
の
文
献
史
料
に
対
し
て
は
、
形
状
や
伝
来
の
側
面
か
ら

検
討
す
る
外
在
的
史
料
批
判
と
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も

の
に
齟そ

ご齬
や
矛
盾
、
ね
つ
造
の
可
能
性
が
な
い
か
を
検
討
す
る

内
在
的
史
料
批
判
が
必
要
で
す
が
、
伝
承
史
料
は
と
り
わ
け
記

述
内
容
を
そ
の
ま
ま
歴
史
の
事
実
と
し
て
受
け
取
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
文
献
が
い
つ
何
の
目
的
で
記
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る

の
か
、
伝
承
の
性
格
、
伝
承
内
容
の
諸
要
素
、
モ
テ
ィ
ー
フ
の

抽
出
、背
景
に
あ
る
事
実
関
係
の
考
察
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
『
日
本
書
紀
』
応
神
天
皇
三
一
年
八
月
条
に
、「
五
百

籠
の
塩
が
獲
れ
た
の
で
こ
れ
を
基
に
朝
廷
の
船
五
百
隻
を
造

り
、
武む

こ
の
み
な
と

庫
水
門
に
停
泊
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
倭
国
に
使
い
に

来
て
い
た
新し

ら
ぎ羅
の
使
者
の
宿
舎
か
ら
失
火
し
、
朝
廷
の
船
が
す

べ
て
焼
き
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
驚
い
た
新
羅
王
は
贖し

ょ
く
ざ
い罪と
し
て

優
れ
た
工
匠
を
倭
国
に
献
上
し
た
。
そ
れ
が
猪い

な

べ
名
部
の
始
祖
で

あ
る
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
お
り
、
最
後
に
塩
焼
き
に
関
す

る
歌
謡
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
古
事
記
』
の
仁
徳
天
皇
の

段
の
別
の
記
事
に
も
、こ
れ
と
全
く
同
じ
歌
謡
が
載
っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
話
の
内
容
と
歌
謡
は
元
々
は
関
係
が
な
く
、
記

紀
が
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
に
歌
謡
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
判

断
で
き
ま
す
。

　

こ
の
例
は
典
型
的
な
伝
承
史
料
で
あ
り
、
尼
崎
と
関
わ
り
が

深
い
猪
名
部
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
史
料
で
す
。
で
は
こ
の

記
事
の
伝
承
と
し
て
の
性
格
、伝
承
内
容
の
諸
要
素
・
モ
テ
ィ
ー

フ
、
背
後
に
あ
る
歴
史
的
事
実
を
ど
の
よ
う
に
読
み
解
く
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
こ
の
記
事
は
伝
承
で
す
か
ら
、
応
神
天
皇
の
治
世
の
で

き
ご
と
と
伝
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
そ

の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
伝
承
で
彩
ら
れ
る
歴

代
天
皇
の
各
巻
は
、
英
雄
的
な
天
皇
や
恋
多
き
天
皇
、
人
徳
あ

ふ
れ
る
天
皇
な
ど
巻
ご
と
に
性
格
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
記
紀

の
全
体
の
構
成
、記
紀
が
構
想
す
る
観
念
的
な
王
権
の
「
歴
史
」

の
な
か
で
定
義
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
記
紀
研
究
が
明
ら
か
に

し
て
き
た
こ
と
で
す
。
応
神
天
皇
は
記
紀
に
お
い
て
王わ

に仁
博
士

の
渡
来
や
東や

ま
と
の
あ
や
う
じ

漢
氏
の
渡
来
を
伝
え
る
な
ど
、「
三
韓
征
伐
」

に
よ
り
朝
鮮
半
島
を
従
え
、
ま
た
天
皇
の
徳
を
慕
っ
て
渡
来
人

の
始
祖
が
日
本
に
「
帰
化
」
し
た
治
世
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
記
事
の
性
格
と
し
て
は
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け

る
氏
族
伝
承
、
そ
の
氏
族
が
天
皇
へ
ど
の
よ
う
に
仕
え
て
き
た

か
の
由
来
を
語
る
奉ほ

う
じ事
根こ
ん
げ
ん
た
ん

源
譚
で
あ
る
と
規
定
で
き
ま
す
。
こ

の
記
事
は
猪
名
部
氏
に
と
っ
て
の
氏
族
伝
承
で
あ
り
、
こ
の
一

族
が
渡
来
系
の
一
族
で
あ
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
て
良
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
応
神
天
皇
の
治
世
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

氏
族
伝
承
の
内
容
は
、
天
皇
と
の
関
わ
り
が
確
認
さ
れ
る
こ

と
に
重
点
が
あ
る
の
で
、
こ
の
記
事
の
よ
う
に
失
火
・
贖
罪
の

よ
う
な
不
名
誉
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
失
敗
談
で
あ
っ
た
り
し

て
も
本
質
に
は
関
係
な
く
、
新
羅
使
の
失
火
に
よ
っ
て
朝
廷
の

船
が
全
焼
し
た
と
い
う
点
は
荒
唐
無
稽
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
歌
謡
と
あ
わ
せ
て
こ
の
記
事
か
ら
読
み
取
れ
る
モ

テ
ィ
ー
フ
は
、
海
洋
・
港
湾
・
船
舶
の
要
素
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
塩
焼
き
・
製
塩
は
海
岸
で
行
な
わ
れ
る
う
え
、
一
説
に
は

塩
は
船
の
進
水
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
る
と
も
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
か
ら
、
武
庫
水
門
や
猪
名
部
氏
ゆ
か
り
の
猪
名
川
河
口
が
天

然
の
港
湾
で
あ
り
、
王
権
の
港
湾
基
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ

出
土
文
字
資
料
　
猪い
な
の
し
ょ
う

名
庄
遺
跡
の
奈
良
時
代
後
期
遺
構
か
ら

出
土
し
た
墨
書
土
器
（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
提
供
写
真
）

第
Ⅲ
部
第
二
章
「
尼
崎
の
古
代
」
第
二
節
〈
史
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編
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ゆ
え
渡
来
系
の
木
工
・
造
船
技
術
者
で
あ
る
猪
名
部
集
団
が
こ

の
地
域
に
移
住
・
配
置
さ
れ
た
こ
と
を
、
伝
承
の
背
景
に
あ
る

事
実
の
核
と
し
て
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

伝
承
史
料
を
扱
う
う
え
で
は
、
こ
の
よ
う
な
史
料
批
判
・
検

討
を
経
た
う
え
で
、
歴
史
的
事
実
を
慎
重
に
抽
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

人
名
史
料　
古
代
史
を
研
究
す
る
う
え
で
、
氏
族
（
氏う
じ

）

の
分
布
状
況
を
調
べ
る
こ
と
は
、
有
益
な
研
究
方
法
で
す
。
戸

籍
・
計け

い
ち
ょ
う帳、
貢
納
物
の
付つ
け
ふ
だ札
・
銘
文
な
ど
に
は
国く
に

―
郡こ
お
り―
里さ
と

な

ど
の
所
属
（
本ほ
ん
が
ん
ち

貫
地
）
と
人
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ

う
な
所
属
関
係
の
人
物
が
ど
こ
に
居
住
し
て
い
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。
所
属
と
し
て
は
本
貫
地
の
ほ
か
、
奴ぬ

ひ婢
の
よ
う
に
寺
院

や
官
庁
に
所
属
す
る
者
も
い
ま
す
。

　

そ
の
人
物
の
氏
名
と
カ
バ
ネ
（
姓か
ば
ね）
か
ら
、
元
々
の
出
身
や

支
配
関
係
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
氏
名
は
、
五
世
紀

頃
よ
り
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
擬
制
的
な
同
祖
同
族
集
団
で

あ
る
氏う

じ

の
集
団
の
名
称
で
す
。
大
和
王
権
の
な
か
で
上
位
の
地

位
を
し
め
る
氏
の
構
成
員
は
、
そ
の
出
自
や
朝
廷
内
の
職
掌
に

応
じ
て
、
臣お

み

、
連む
ら
じ、
君き
み

、
直あ
た
えな
ど
の
カ
バ
ネ
（
姓
）
を
氏
名
に

付
加
し
て
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
カ
バ
ネ
に
は
、
大
和
王

権
を
支
え
た
葛
城
氏
、
蘇
我
氏
な
ど
大
和
地
方
各
地
の
出
身
地

名
を
名
乗
る
氏
は
カ
バ
ネ
臣
を
、
朝
廷
内
の
職
掌
を
分
掌
し
、

各
種
の
部べ

（
品し
な
べ部
）
を
統
率
す
る
地
位
で
あ
る
伴
と
も
の
み
や
つ
こ
造
の
氏

は
カ
バ
ネ
連
を
、
地
方
官
の
一
種
と
し
て
各
地
に
任
命
さ
れ
た

国く
に
の
み
や
つ
こ
造
の
系
統
の
地
方
氏
族
な
ど
は
カ
バ
ネ
直
を
、
王
族
や

有
力
な
地
方
豪
族
は
カ
バ
ネ
君
を
名
乗
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
は

律
令
制
が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
大
和
王
権
の
構
成
を
反
映
し
て

い
ま
す
。

　

律
令
制
の
形
成
と
と
も
に
、
官
僚
制
と
戸
籍
が
整
備
さ
れ
ま

す
。
天
武
一
三
年
（
六
八
四
）
に
は
八や

く
さ色

の
姓か

ば
ねが

制
定
さ
れ
、
君

→
真ま

ひ
と人
、
臣
→
朝あ
そ
ん臣
、
連
→
宿す
く
ね祢
、
直
→
忌い
み
き寸
へ
と
、
こ
の
時

点
で
新
体
制
に
抜
擢
さ
れ
た
支
配
者
た
ち
は
旧
カ
バ
ネ
を
新
カ

バ
ネ
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
律
令
体
制
の
も
と
で

は
、
天
皇
の
官
僚
な
い
し
公
民
で
あ
る
標
章
と
し
て
、
氏
名
＋

カ
バ
ネ
か
ら
な
る
律
令
的
な
姓せ

い

を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
「
藤

ふ
じ
わ
ら
の原
朝あ
そ
ん臣
不ふ

ひ

と
比
等
」
は
「
藤
原
」
が
氏
名
、「
朝

臣
」
は
カ
バ
ネ
、「
不
比
等
」
が
個
人
名
で
あ
り
、
天
皇
か
ら

与
え
ら
れ
る
姓
（「
藤
原
朝
臣
」）
が
、
藤
原
一
族
に
所
属
す
る

彼
の
地
位
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
段
階
で
、
君
、
臣
、
連
な

ど
の
旧
姓
を
名
乗
る
者
は
、
氏
の
本ほ

ん
そ
う宗
か
ら
み
て
傍
系
で
あ
る

か
、
地
方
氏
族
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

民
衆
も
、
戸
籍
に
編
附
さ
れ
る
際
に
姓
と
名
を
付
せ
ら
れ
、

「
蘇
我
部
」「
藤
原
部
」な
ど
の
部
姓
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。「
蘇

我
部
」
を
名
乗
る
民
衆
が
そ
の
地
に
居
住
し
て
い
る
の
な
ら
、

そ
の
人
物
の
祖
先
が
か
つ
て
部
民
な
ど
と
し
て
蘇
我
氏
の
配

下
に
あ
っ
た
か
、
そ
の
地
に
か
つ
て
蘇
我
氏
の
勢
力
が
及
ん

で
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
ま
す
。
地
方
に
居
住
す
る
庶
人
が

カ
バ
ネ
を
称
す
る
場
合
、
一
般
の
部
姓
の
民
衆
よ
り
は
階
層

的
に
上
位
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
な
お
奴
婢
は
姓
を

も
ち
ま
せ
ん
。

　

そ
の
地
域
に
氏
や
部
民
の
痕
跡
を
伝
え
る
人
名
史
料
が
存
在

し
た
場
合
、
そ
の
氏
・
部
が
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、『
古

事
記
』
や
六り

っ
こ
く
し

国
史
の
な
か
か
ら
氏
や
部
の
性
格
を
探
り
出
し
、

そ
の
地
域
に
そ
う
し
た
氏
や
部
が
存
在
し
た
意
味
を
考
察
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
氏
同
士
は
伝
承
上
の
祖
先
・
祖
先
神
を
戴

き
、
系
譜
を
共
有
し
あ
っ
て
同
祖
同
族
関
係
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
記
紀
に
も
系
譜
の
共
有
関
係
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

九
世
紀
初
頭
の
氏
族
志
『
新し

ん
せ
ん
し
よ
う
じ
ろ
く

撰
姓
氏
録
』
に
は
、
畿
内
の
一
、

一
八
二
氏
の
出
自
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
系
譜
の

共
有
関
係
は
、
多
く
の
場
合
、
実
際
の
血
縁
親
族
が
枝
分
か
れ

し
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
非
血
族
集
団
が
、
職
掌
や
観
念
的

な
系
譜
の
共
有
に
よ
っ
て
擬
制
的
な
同
祖
同
族
関
係
を
構
築
し

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
利
害
に
よ
っ
て
系

譜
の
共
有
関
係
を
変
更
し
、
他
の
祖
先
や
系
譜
を
仮か

ぼ
う冒
す
る
こ

と
も
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
人
名
史
料
の
分
析
に
は
、
人
名
索
引
や
人
名
辞
典

を
利
用
し
ま
す
。
新
訂
増
補
国
史
大
系
の
六
国
史
に
は
索
引
が

あ
り
、
人
名
索
引
も
あ
り
ま
す
。『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
第

一
～
七
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
～
一
九
七
七
）
は
、
天
応

年
間
ま
で
の
古
代
人
名
を
網
羅
し
、
出
典
・
内
容
を
知
る
こ
と

が
で
き
有
益
で
す
。

　

古
代
景
観
の
復
元　
古
代
の
尼
崎
市
域
が
ど
の
よ
う
な
土

地
で
あ
り
、
そ
こ
で
人
々
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た

か
、
地
形
や
集
落
・
生
業
の
様
子
を
景
観
的
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
も
、
歴
史
研
究
の
う
え
で
有
効
な
方
法
で
す
。
古
代
景
観

を
復
元
す
る
た
め
に
利
用
で
き
る
も
の
と
し
て
地
図
・
微
地
形

図
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
用
・
作
成
方
法
に
つ
い

て
は
本
書
第
Ⅲ
部
第
一
章
「
尼
崎
の
地
理
・
地
形
」
で
扱
い
、

荘
園
絵
図
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
記
紀
な
ど

の
文
献
史
料
や
『
万
葉
集
』
を
、
景
観
復
元
の
史
料
と
し
て
活

用
す
る
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

文
献
史
料
か
ら
景
観
を
復
元
す
る
手
が
か
り
を
得
る
た
め
に

は
、
一
般
的
に
景
観
に
関
連
す
る
語ご

い彙
や
行
為
・
動
作
に
注
目

す
る
こ
と
で
す
。
狩
猟
・
漁
猟
な
ど
の
行
為
・
動
作
が
描
か
れ

て
い
れ
ば
、
山
野
河
海
の
景
観
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
『
万
葉
集
』
の
歌
を
例
に
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

【
万
葉
集
一
一
四
〇
】

　

し
な
が
鳥
　
猪
名
野
を
来
れ
ば
　
有
間
山

　
夕
霧
た
ち
ぬ
　
宿
り
は
な
く
て

　（
一
本
に
云
ふ
、
猪
名
の
浦う

ら
み廻

を
漕
ぎ
来
れ
ば
）
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た
だ
、
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。
万
葉
歌
に
詠
ま
れ
た
景
観
・

地
名
は
、
や
が
て
定
型
化
し
て
歌
に
詠
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。い
わ
ゆ
る
歌
枕
で
す
。猪
名
川
の
景
観
で
は「
猪
名
野
」

「
猪
名
の
笹
原
」「
猪
名
の
伏
原
」
な
ど
が
歌
枕
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
地
名
を
詠
み
込
む
こ
と
は
、「
猪
名
野
」
と
い
え
ば

荒こ
う
り
よ
う
せ
き
ば
く

涼
寂
寞
と
し
た
情
景
・
歌
意
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
歌
の

修
辞
・
技
巧
と
し
て
ル
ー
ル
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
歌
枕
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
は
実
景
で
は
な
く
、
作
者

が
見
た
景
観
で
は
な
い
の
で
す
。

　

歌
枕
は
、
権
威
的
な
歌
人
が
歌
学
書
に
取
り
あ
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
定
型
化
し
ま
す
。
お
お
む
ね
『
古
今
集
』
以
降
の
歌
は
、

実
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
逆
に
、

『
万
葉
集
』
や
記
紀
に
採
録
さ
れ
て
い
る
歌
謡
は
、
景
観
復
元

の
史
料
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

古
代
の
国こ

く
ぐ
ん
り

郡
里
（
郷ご
う
）
制　
律
令
体
制
の
構
築
に
よ
っ
て
、

朝
廷
の
支
配
領
域
は
、
五
畿
七
道
の
中
央
集
権
的
な
地
方
支
配

体
制
に
編
制
さ
れ
て
い
き
ま
す
（
首
都
圏
に
相
当
す
る
畿
内
は
、

は
じ
め
大
和
・
河
内
・
山や
ま
し
ろ背
・
摂
津
で
し
た
が
、
河
内
か
ら
和
泉
が

分
立
し
五
畿
内
と
な
り
ま
す
）。
七
道
は
、
中
央
と
地
方
を
結
ぶ

計
画
道
路
で
あ
る
官
道
に
沿
う
行
政
区
画
で
あ
り
、
道
ご
と
に

臨
時
の
巡
察
使
な
ど
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
恒
常

的
な
行
政
機
構
は
も
ち
ま
せ
ん
。

　

地
方
行
政
機
構
・
行
政
区
画
と
し
て
は
、
国
が
最
大
の
単
位

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
、
吉き

び備
、
大だ
ざ
い
ふ

宰
府
な
ど
の
軍
管
区

的
な
広
域
行
政
機
構
が
先
行
的
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
下
に
各
地

に
評こ

お
りが
設
置
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
大
化
期
の
一
斉
評
制
施
行

説
が
有
力
で
す
が
、
段
階
的
施
行
説
も
あ
り
ま
す
。
六
八
〇
年

前
後
に
律
令
制
の
国
が
置
か
れ
、国
―
評
―
五
〇
戸
（
後
に
「
里
」

制
と
な
る
）
制
が
施
行
さ
れ
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
の
大
宝
律

令
施
行
に
よ
っ
て
国
―
郡こ

お
り―
里
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
の
成
立
と
は
、
国こ

く
が衙
・
国
く
に
の
つ
か
さ
司
の
行
政
機
構
と
、
領
域
的

な
行
政
区
画
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
郡
に
は
地
方
豪

族
が
郡

こ
お
り
の
つ
か
さ
司
に
任
命
さ
れ
、
郡
の
領
域
内
に
里
が
置
か
れ
ま
し

た
が
、
里
は
「
五
十
戸
を
以
て
一
里
と
な
す
」
と
い
う
人
為
的

な
人
間
集
団
の
単
位
で
あ
り
、
領
域
的
な
行
政
区
画
と
は
編
制

原
理
を
異
に
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
五
〇
戸
一
里
の
里
制
と
現

実
の
集
落
と
の
関
わ
り
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

戸
（
郷
戸
）
と
は
、
一
つ
の
戸
籍
に
編
成
さ
れ
た
平
均
二
〇

名
前
後
の
お
お
よ
そ
三
世
代
、
非
血
縁
者
も
含
む
大
家
族
で
あ

り
、
そ
れ
が
五
〇
戸
集
め
ら
れ
て
で
き
る
里
は
人
口
約
千
人
の

人
的
単
位
で
す
。
里
に
は
里さ

と
お
さ長
が
存
在
し
ま
す
が
、
戸
籍
の
編

成
時
や
里
長
の
交
替
に
よ
っ
て
里
の
名
称
が
変
更
さ
れ
る
事
例

の
存
在
か
ら
、
里
の
内
部
に
は
実
態
的
な
生
活
の
ま
と
ま
り
が

二
～
三
程
度
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
的
な
改
変
と
し
て
、
和
銅
八
年
（
霊
亀
元
、
七
一
五
）
頃

に
国
―
郡
―
里
制
の
里
を
郷
と
改
め
、
そ
の
内
部
を
二
～
三
の

「
里
」（
里
制
と
区
別
し
て
コ
ザ
ト
と
呼
ぶ
）
に
分
割
す
る
郷
里
制
と

い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
郷
戸
よ
り
も
小
さ
い

房
戸
と
い
う
家
族
単
位
を
掌
握
す
る
こ
と
も
試
み
ら
れ
ま
す
。

郷
里
制
は
七
四
〇
年
頃
ま
で
に
終
焉
し
、「
里こ

ざ
と」
は
廃
さ
れ
、
国

―
郡
―
郷
制
と
な
っ
て
か
つ
て
の「
里
」は「
郷
」と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
制
度
的
な
変
化
に
つ
い
て
、
戸
籍
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
郷
戸
そ
の
も
の
が
実
態
的
な
家
族
で
は
な
く
法
的
な
擬

制
（
編
戸
）
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
五
〇
戸
を
も
っ
て
編
成
さ

れ
る
里
（
後
の
郷
）
も
徴
兵
、
徴
税
の
必
要
か
ら
人
為
的
に
編

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
集
落
や
村
落
の
実
態
そ
の
も
の
で
は

な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
里
・
郷
の
消
長
は
か
な
り
頻
繁

に
あ
り
ま
し
た
。
古
代
の
尼
崎
市
域
は
主
と
し
て
摂
津
国
川
辺

郡
に
属
し
ま
す
が
、
現
在
の
市
域
が
ど
の
里
（
郷
）
に
あ
た
る

か
を
論
じ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
と
も
に
、
実
態
的
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に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
も
い
え
る
わ
け
で
す
。

　

と
は
い
え
、
古
代
の
郡
郷
の
名
称
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史

料
と
し
て
は
、
一
〇
世
紀
前
半
に
源

み
な
も
と
の
し
た
ご
う
順
に
よ
っ
て
成
立

し
た
分
類
体
百
科
辞
典
で
あ
る
『
倭わ

み
ょ
う名
類る
い
じ
ゅ
う聚
抄し
ょ
う』（『

和
名
抄
』）

の
郡
郷
部
が
あ
り
ま
す
。
同
書
に
は
一
〇
巻
本
と
二
〇
巻
本
が

あ
り
、
二
〇
巻
本
に
の
み
郡
郷
部
が
あ
り
ま
す
。
写
本
に
よ
っ

て
郷
の
名
称
に
異
同
が
あ
る
と
と
も
に
、後
者
の
「
高
山
寺
本
」

は
源
順
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
写
本
と
考
え
ら
れ
、
掲
載
さ
れ

て
い
る
郡
郷
の
名
称
は
九
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
の
郡
郷

名
で
あ
る
こ
と
が
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
ふ
ま
え
て
、『
和
名
抄
』
の
郡
郷
名
を
知
る
参
考
文
献
と

し
て
池い

け
べ邊
彌わ
た
る『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
驛
名
考
證
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
一
）
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
に
も
名
古
屋
市
博
物
館

本
『
和
名
抄
』
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
川
辺
郡
に
は
雄お

べ家
郷
、
山
本
郷
、
為い

な奈
郷
、

郡ぐ
う
け家
郷
、
楊や
な
い
づ津
郷
、
余あ
ま
る
べ戸
郷
、
大お
お
む
ち神
郷
、
雄お
べ
の
か
み上
郷
が
属
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
市
域
に
は
、
天
平
年
間
に
坂さ

か
あ
い合
郷

が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
坂
合
郷
は
『
和
名
抄
』

が
伝
え
る
郡
郷
か
ら
は
消
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
一
〇
世
紀
は
、
古
代
的
な
郡
郷
か
ら
中
世
的
な
郡
郷

へ
の
過
渡
期
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
地
域
で
は
古
代
的
な

郡
郷
が
解
体
し
、
郷
レ
ベ
ル
の
「
郡
」
や
荘
園
、
国
衙
領
で
あ

る
保ほ

、
別べ
ち
み
ょ
う名な
ど
の
単
位
を
核
に
村
落
が
自
立
し
始
め
ま
す
。

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
地
域
社
会
を
と
ら
え
る
た
め
に

は
『
和
名
抄
』
に
の
み
頼
る
の
で
は
な
く
、
荘
園
や
国
衙
の
徴

税
関
係
の
史
料
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
則
し
た
史
料
を
駆

使
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
例
え
ば
摂
津
国
に
は
、
一
〇
世

紀
頃
の
国
衙
の
徴
税
文
書
の
雛
形
と
考
え
ら
れ
る
「
摂
津
国

租そ
ち
ょ
う帳
」が
あ
り
、各
郡
の
丁
数
、田
数
な
ど
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

古
代
の
地
域
史
料
の
所
在
を
知
る
た
め
に
活
用
で
き
る
の

が
、
前
掲
の
『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
驛
名
考
證
』
の
ほ
か
、
地

名
辞
典
で
す
。『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
28
「
兵
庫
県
」（
角

川
書
店
、
一
九
八
八
）、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
第
二
九
巻
「
兵

庫
県
の
地
名
」
Ⅰ
（
平
凡
社
、
一
九
九
九
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

荘
園
図
と
条
里　
古
代
の
地
域
史
復
元
に
資
す
る
視
覚
資
料

で
あ
る
と
と
も
に
、
荘
園
関
係
史
料
で
も
あ
る
も
の
に
荘
園
図

が
あ
り
ま
す
。
尼
崎
に
関
連
す
る
荘
園
図
と
し
て
は
「
摂せ

っ
つ
し
き

津
職

河か
わ
の
べ
ぐ
ん

辺
郡
猪い
な
し
ょ

名
所
地ち

ず図
」（
本
書
第
Ⅰ
部
掲
載
）
が
あ
り
、
現
物
は

市
教
育
委
員
会
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
荘
園
史
料
と
し
て
は
、

『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
一
八
東
大
寺
文
書
之
四
（
東
京

大
学
、
一
九
六
六
）
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
荘
園
図
に
は
、

荘
園
の
伝
来
や
領
有
者
・
土
地
面
積
を
書
き
上
げ
、
荘
園
の
収

取
関
係
史
料
と
し
て
作
成
・
伝
来
さ
れ
て
き
た
と
い
う
側
面
と
、

絵
画
・
図
の
表
現
方
法
、
現
地
の
景
観
と
の
関
わ
り
な
ど
視
覚

資
料
と
し
て
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　

荘
園
図
の
鮮
明
な
写
真
図
版
を
掲
載
し
た
史
料
集
と
し
て

は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
一
～

五（
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
八
八
～
二
〇
〇
二
。四
に｢

猪
名
所
地
図
」

掲
載
）、『
日
本
古
代
荘
園
図
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
）

が
あ
り
ま
す
。

　

荘
園
図
に
は
多
く
の
場
合
、
条
里
の
界
線
が
描
か
れ
た
り
、

坪
付
け
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
条
里
（
制
）
と
は
古
代
の
土

地
の
区
画
表
示
法
で
、
一
町
（
約
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
）
四
方
の
方

格
を
「
坪
」
と
い
い
、
そ
の
方
格
縦
横
六
×
六
の
三
六
個
分
の

大
き
い
方
格
を
「
里
」
と
し
て
、
こ
の
南
北
方
向
、
東
西
方
向

の
列
を
一
条
、
二
条
、
三
条
…
、
あ
る
い
は
一
里
、
二
里
、
三

里
…
と
数
え
ま
す
。
つ
ま
り
「
一
条
三
里
」
と
い
う
よ
う
に
、

特
定
の
里
の
所
在
を
表
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
な
か
の
「
第
何

坪
」
と
三
六
個
の
坪
を
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

土
地
の
所
在
を
表
示
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
条
里
に
も
と
づ
く
耕
地
の
区
画
施
行
は
奈
良
時
代
に
部

分
的
に
始
ま
り
ま
す
が
、
条
里
プ
ラ
ン
の
み
荘
園
図
上
に
表
現

し
て
あ
っ
て
、
実
際
に
は
耕
地
の
区
画
が
施
さ
れ
て
い
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
の
ち
の
時
代
に
条
里
の
地
割
が
残
っ
て
い
た

り
、「
一
の
坪
」
な
ど
と
小
字
地
名
等
に
条
里
呼
称
が
残
っ
て

い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
い
つ
の
時
代
に
施

行
・
耕
作
さ
れ
て
い
た
か
は
条
里
呼
称
の
存
在
だ
け
で
は
判
断

で
き
ず
、
考
古
学
的
な
調
査
や
耕
地
の
調
査
に
依
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
荘
園
図
に
表
現
さ
れ
て
い
る
条
里

か
ら
実
際
の
土
地
利
用
、
開
発
の
進
展
度
合
い
を
み
る
た
め
に

は
、
現
地
の
情
報
や
そ
の
後
の
時
代
の
文
献
史
料
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
猪
名
所
地
図
」
の
場
合
は
、
荘
園
図
に
荘
園
管
理
棟
が
記

載
さ
れ
た
ほ
ぼ
同
じ
地
点
か
ら
、
奈
良
時
代
の
建
物
跡
で
あ
る

猪い
な
の
し
ょ
う

名
庄
遺
跡
が
出
土
し
た
点
で
、
希け

う有
な
事
例
で
す
。

　

猪
名
荘
に
つ
い
て
地
域
研
究
史
料
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、「
猪
名
所
地
図
」
の
紹
介
と
と
も
に
、

現
地
に
関
す
る
発
掘
調
査
報
告
書
な
ど
も
あ
わ
せ
て
情
報
提
供

で
き
ま
す
。
荘
園
図
を
利
用
し
、
身
近
な
地
域
の
歴
史
を
復
元

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
資
源
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

出
土
文
字
資
料　
近
年
、
古
代
史
に
お
い
て
は
従
来
の
文
献

史
料
に
加
え
て
、
考
古
学
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
出

土
文
字
資
料
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
木も

っ
か
ん簡
、
漆う
る
し
が
み
も
ん
じ
ょ

紙
文
書
、
土
器

の
線せ

ん
こ
く刻
な
ど
で
す
。
木
簡
は
木
製
の
札
に
文
字
を
墨
書
し
た
も

の
で
、
荷
札
や
物
品
の
付
札
、
役
所
の
帳
簿
や
、
携
行
し
て
報

告
・
請
求
す
る
際
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
・
機
能
が
あ
り
ま
し
た
。
関
所
を
通
る
た
め
の
通
行
許
可
証
、

過か
し
ょ所
木
簡
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
漆
紙
文
書
と
は
、
漆
の
容

器
の
蓋
紙
に
反
故
紙
を
使
っ
た
と
こ
ろ
、
漆
の
成
分
に
よ
っ
て

　
「
し
な
が
鳥
」
は
猪
名
川
・
猪
名
野
な
ど
に
か
か
る
枕
詞
で
、

後
の
神
楽
歌
な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
。「
猪
名
野
」
と
あ
り
ま

す
か
ら
、
伊
丹
台
地
と
猪
名
川
氾
濫
原
の
野
の
景
観
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
別
本
が
伝
え
る
「
浦
廻
」
と
は
、
海
岸

沿
い
の
段
丘
の
崖
下
に
干
潮
時
に
だ
け
通
行
で
き
る
砂さ

す州
が
で

き
て
お
り
、
干
潟
と
干
潟
の
間
に
水
溜
り
（「
な
ご
り
」）
が
で

き
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
干
潟
の
景
観
を
示
す
も
の
で
す
。

　

干
潟
地
形
に
は
二
種
類
あ
り
、
水
鳥
が
集
ま
る
泥
状
の
干
潟

と
、
砂
州
列
の
間
に
水
域
が
で
き
て
い
る
ラ
グ
ー
ン
（
潟せ
き
こ湖
）

で
す
。
猪
名
川
・
武
庫
川
河
口
域
は
「
猪い

な
の
み
な
と

名
湊
」「
武む

こ
の庫

水み
な
と門

」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
、干
潟
地
形
の
一
種
で
あ
る
ラ
グ
ー

ン
が
、
船
の
係
留
に
適
し
た
天
然
の
良
港
と
な
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。万
葉
歌
な
ど
に
し
ば
し
ば
み
え
る
、「
浦
廻
」「
浦
」

「
潮
干
の
潟か

た

」
な
ど
の
干
潟
や
湊
の
景
観
に
関
す
る
語
彙
に
着

目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
景
観
の
復
元
に
資
す
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
す
。



遺
跡
調
査
報
告
書

―
考
古
図
版
の
作
り
方
、

　
使
い
方
、
読
み
取
り
方
―

　
発
掘
調
査
は
遺
跡
の
解
体
　
遺
跡
発
見
の
記
事
が
朝
刊
の

ト
ッ
プ
を
飾
り
、
大
勢
の
人
た
ち
が
発
掘
調
査
現
場
で
調
査
員

の
説
明
に
聞
き
入
る
様
子
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
こ
と
も
め

ず
ら
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
長
年
の
眠
り
か
ら

覚
め
、
眼
前
に
現
れ
た
遺
構
や
遺
物
に
目
を
輝
か
せ
る
人
々
の

姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
場
所
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
い
に
し
え
の
出
来
事
や
、
歴
史
上
の
人
物
に
思
い
を
は

せ
、
と
き
に
は
興
奮
し
た
面
持
ち
で
歴
史
ロ
マ
ン
を
語
る
参
加

者
の
姿
を
通
し
て
、
視
聴
者
に
も
そ
の
感
動
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
発
掘
調
査
は
、
大
地
に
刻
ま
れ
た
遺
構
を
掘
り
返

し
、
そ
こ
に
埋
ま
っ
て
い
た
土
器
や
石
器
な
ど
の
遺
物
を
取
り

上
げ
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
遺
跡
を
解
体
し
て
い
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図1　尼崎市域の条里図
　『尼崎市史』第1巻（昭和41年）付図4「尼崎市域を中心
とした条里図」をもとに、河辺南条の里の復元についてはそ
の後の研究成果による修正を加えて作成しました。
参考文献：八木哲浩「近世村絵図から見た摂津川辺郡条里」

（『市史研究紀要たからづか』創刊号、1984･2）

図2　条里概念図
　条と里、坪を数える方向を示しました。坪の数え方は、「一条
九里」に示すように右から左へ数えて右方向に折り返す数え方な
どもあります。
　坪の面積＝1町×1町＝3,600歩＝1町（歩）

（太閤検地以降の3,000歩＝1町（歩）と異なる）

（『図説尼崎の歴史』古代編第二節2「古代村落と条里制」掲載解説図再掲）

紙
が
保
存
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
多
く
が
中
央
や
地
方
の
官か

ん
が衙
で
使
用
さ
れ
た
も
の

で
、木
簡
の
場
合
は
特
定
の
場
所
に
一
括
し
て
廃
棄
さ
れ
た
り
、

用
途
を
終
え
た
段
階
で
何
ら
か
の
理
由
で
発
見
場
所
に
放
置
さ

れ
る
形
で
、
土
中
か
ら
発
掘
・
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
木
簡

の
発
見
・
研
究
は
、
平
城
宮
・
藤
原
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の

が
早
い
時
期
の
も
の
で
、
や
が
て
宮
域
跡
だ
け
で
な
く
京
内
か

ら
も
出
土
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
長
屋
王
家
木
簡
、
二

条
大
路
木
簡
は
、
一
〇
万
点
を
越
え
る
木
簡
が
一
括
出
土
し
た

も
の
で
す
。
都
城
以
外
の
、
国
衙
、
郡
衙
な
ど
の
地
方
官
衙
か

ら
の
木
簡
の
出
土
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

漆
紙
文
書
は
、
漆
を
使
用
す
る
城
柵
で
の
発
掘
例
が
多
く
、

漆
塗
り
作
業
を
行
な
う
官
衙
や
集
落
遺
跡
か
ら
の
出
土
例
も
み

ら
れ
ま
す
。

　

出
土
文
字
資
料
の
場
合
、
た
と
え
ば
尼
崎
市
域
の
「
為
奈

郷
」
の
地
名
を
記
載
し
た
木
簡
が
長
岡
京
跡
か
ら
出
土
し
た
よ

う
に
、
地
域
の
人
々
が
米
を
都
に
輸
送
し
た
際
の
荷
札
が
輸
送

先
で
廃
棄
さ
れ
て
残
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
出
土
文
字

資
料
が
地
元
で
発
見
さ
れ
る
場
合
は
別
で
す
が
、
地
域
に
関
連

す
る
出
土
文
字
資
料
は
何
ら
か
の
用
途
に
よ
っ
て
他
所
で
発
見

さ
れ
る
の
で
、
地
域
と
出
土
場
所
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

出
土
文
字
資
料
が
普
通
の
文
献
史
料
と
異
な
る
の
は
、
木
簡

に
つ
い
て
は
木
札
な
ど
の
物
品
に
文
字
が
書
か
れ
、
考
古
学
的

に
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
木
簡
の
形
態
・
形
状
も
用
途
・

機
能
・
使
用
方
法
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
文
字
情
報
だ
け
で

な
く
木
簡
の
形
態
・
形
状
に
つ
い
て
も
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
遺

構
か
ら
ど
の
よ
う
な
状
態
で
発
掘
さ
れ
た
か
も
重
要
で
あ
り
、

一
括
廃
棄
の
場
合
、
い
つ
頃
使
用
さ
れ
た
木
簡
で
、
ど
の
時
期

に
ど
の
よ
う
な
木
簡
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
漆
紙
文
書
に
お
い
て
は
、
漆
容
器
が
ど
こ
に

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
作
業
過
程
に
あ
っ
た
か
、
反ほ

ご故
紙
は
ど
こ

の
も
の
で
あ
る
か
が
、
文
字
情
報
と
あ
わ
せ
て
究
明
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

木
簡
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
り
、
木
簡
本
文
の
文
字
情

報
、
木
簡
の
形
式
、
調
査
報
告
書
の
出
典
を
検
索
で
き
ま
す
。

調
べ
よ
う
と
す
る
木
簡
が
み
つ
か
っ
た
ら
、
ま
ず
は
出
典
と
な

る
調
査
報
告
書
に
あ
た
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

次
に
、
文
献
史
料
が
編
さ
ん
物
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
第
二

次
史
料
と
し
て
後
世
へ
伝
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
明
確
で
あ

り
、
第
一
次
史
料
の
場
合
で
も
、
記
録
を
残
そ
う
と
し
て
書
か

れ
る
場
合
が
多
い
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
出
土
文
字
資

料
は
、
多
く
の
場
合
記
録
を
残
そ
う
と
し
て
伝
来
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
当
時
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
廃
棄
さ
れ

た
か
、
何
ら
か
の
理
由
で
伝
来
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に

ナ
マ
の
史
料
、
第
一
次
史
料
と
い
え
ま
す
が
、
当
事
者
以
外
の

者
が
読
ん
で
も
読
解
が
困
難
な
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
の
文
字
表
記
、
文
章
表
現
、
物
品
と
し
て
の
用
途
・
機
能
・

使
用
方
法
を
規
定
し
た
当
時
の
制
度
、
社
会
の
あ
り
方
を
理
解

し
な
い
と
、
記
載
内
容
か
ら
歴
史
理
解
に
必
要
な
情
報
を
汲
み

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
の
史
料
と
い
え
ま
す
。
古
代
の
基

本
史
料
や
法
制
史
料
の
研
究
と
相
ま
っ
て
、
出
土
文
字
資
料
が

活
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔
執
筆
者
〕
高た
か
は
し橋　

明あ
き
ひ
ろ裕

大だ
い
も
つ物
遺
跡
の
平
安
末
～
鎌
倉
初
期
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡

同
遺
跡
か
ら
は
こ
の
ほ
か
、
扁
平
な
石
に
経
文
を
墨
書
し
た
大
量
の

経き
ょ
う
せ
き石
も
出
土
し
て
い
る
。（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
提
供
写
真
）

「
能
米
四
□
□
」

「
御
米
弐
□
□
」



る
わ
け
で
、
元
通
り
に
埋
め
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
二
度

と
同
じ
場
所
で
同
じ
遺
跡
の
調
査
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、発
掘
調
査
を
行
な
う
場
合
は
、

明
確
な
目
的
を
も
っ
て
、そ
の
目
的
に
即
し
た
必
要
な
範
囲
を
、

適
切
な
手
順
と
よ
り
精
度
の
高
い
方
法
で
調
査
し
、
で
き
る
限

り
詳
細
な
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
報
告
書
の
作
成
　
発
掘
作
業
と
、
そ
の
後
に
続
く

整
理
作
業
ま
で
の
発
掘
調
査
全
般
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
が

「
発
掘
調
査
報
告
書
」
で
す
。
報
告
書
に
記
載
さ
れ
る
内
容
は
、

調
査
の
経
過
と
方
法
、
発
掘
作
業
で
出
土
し
た
遺
構
・
遺
物

の
記
録
、
そ
し
て
整
理
作
業
を
含
め
た
発
掘
調
査
で
得
ら
れ

た
成
果
な
ど
で
、
発
掘
調
査
の
公
式
記
録
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
般
的
に
は
次
の
よ
う
な
項
目
で
編
集

さ
れ
ま
す
。

　

一
、
調
査
に
至
る
経
過　
　

二
、
発
掘
作
業
の
経
過

　

三
、
整
理
作
業
の
経
過　
　

四
、
遺
跡
の
位
置
と
環
境

　

五
、
調
査
の
方
法　
　

六
、
層そ

う
じ
ょ序　
　

七
、
遺
構

　

八
、
遺
物　
　

九
、
総
括

　

特
に
、
二
度
と
同
じ
場
所
で
同
じ
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
調
査
に
至
る
経
過
と
そ
の
目

的
、
さ
ら
に
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
方
法
を

明
確
に
す
る
こ
と
は
、
必
須
の
項
目
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
発
掘
作
業
・
整
理
作
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
学
術

的
な
成
果
に
つ
い
て
は
、
作
業
を
通
し
て
作
成
さ
れ
た
図
表
や

写
真
な
ど
の
記
録
と
と
も
に
、
観
察
や
検
討
の
う
え
歴
史
的
な

位
置
付
け
を
行
な
い
、
学
術
的
な
水
準
に
即
し
た
か
た
ち
で
報

告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
取
り
上
げ
た
出
土
遺
物
な
ど

の
実
物
資
料
と
と
も
に
、
遺
構
や
遺
物
の
図
表
、
写
真
等
の
記

録
、
観
察
及
び
検
討
結
果
は
、
そ
の
後
の
学
術
研
究
に
も
利
用

さ
れ
ま
す
。

　
報
告
書
に
掲
載
す
る
図
版
の
作
成
　
調
査
の
経
過
や
方
法
、

遺
構
・
遺
物
等
の
観
察
結
果
や
総
括
な
ど
の
記
述
と
と
も
に
、

調
査
成
果
の
記
録
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
発
掘
作
業
及
び
整

理
作
業
で
作
成
さ
れ
る
各
種
の
図
面
類
で
す
（
二
二
七
頁
に
図

版
例
掲
載
）。

　

報
告
書
に
は
、
ま
ず
、
遺
跡
の
位
置
を
特
定
す
る
た
め
の
地

図
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
周
辺
を
含
め
た
地
形
を
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
地
形
図
や
、
周
辺
の
遺
跡
の
分
布
状
況

が
わ
か
る
遺
跡
分
布
図
な
ど
が
必
要
に
応
じ
て
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
調
査
地
の
範
囲
や
調
査
区
の
配
置
、
検
出
し
た
遺
構

の
配
置
を
示
す
測
量
図
や
平
面
図
、
遺
跡
の
層
序
を
示
す
土
層

断
面
図
や
土
層
柱ち

ゅ
う
じ
ょ
う状
図ず

、
遺
物
出
土
状
況
な
ど
を
記
録
し
た

詳
細
な
平
面
図
、
断
面
図
、
見
通
し
図
な
ど
、
発
掘
作
業
で
作

成
さ
れ
る
各
種
の
図
面
類
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。報
告
書
の
体
裁
、

本
文
の
記
述
順
序
や
内
容
に
あ
わ
せ
て
、
向
き
や
縮
尺
を
考
慮

し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
整
理
作
業
で
作
成
し
た

遺
物
実
測
図
等
に
つ
い
て
も
、
本
文
の
記
述
に
即
し
て
配
置

し
ま
す
。

　
遺
物
の
記
録
作
成
　
そ
れ
で
は
遺
物
の
実
測
図
に
つ
い
て
少

し
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
時
代
や
場
所
、
遺

跡
の
性
格
を
問
わ
ず
、
数
多
く
、
普
遍
的
に
出
土
す
る
土
器
を

例
に
紹
介
し
ま
す
。

　

土
器
を
詳
細
に
観
察
し
、
計
測
に
よ
り
図
化
し
、
記
録
す
る

作
業
が
「
実
測
作
業
」
で
す
。
手
作
り
さ
れ
る
土
器
は
そ
れ
ぞ

れ
個
性
的
で
、
そ
の
詳
細
な
内
容
を
伝
え
る
た
め
に
実
測
図
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
実
測
図
は
ス
ケ
ッ
チ
と
は
異
な
り
ま
す
。
計

測
に
も
と
づ
く
正
確
さ
と
、
製
作
技
法
や
使
用
痕
跡
な
ど
の
観

察
結
果
の
記
入
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

実
測
図
は
、
立
体
的
な
土
器
を
平
面
的
な
図
で
表
現
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
な
約
束
事
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
中
軸
線
を
境
に
、
左
側
に
土
器
の
外
面

に
施
さ
れ
た
文
様
や
製
作
時
の
成
形
、
調
整
や
使
用
の
痕
跡
な

ど
を
、
右
側
に
は
土
器
の
断
面
を
表
示
し
て
、
土
器
の
厚
み
や

製
作
時
の
粘
土
の
接
合
、
貼
り
付
け
痕
跡
な
ど
を
表
現
し
、
さ

ら
に
土
器
内
面
に
残
る
製
作
時
の
成
形
、
調
整
や
使
用
の
痕
跡

な
ど
を
描
き
込
み
ま
す
。
表
現
し
に
く
い
部
分
は
、
展
開
図
や

部
分
図
を
付
加
す
る
な
ど
し
て
こ
れ
を
補
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

土
器
の
胎た

い

土ど

（
使
用
さ
れ
た
粘
土
の
粗
密
や
含
ま
れ
る
鉱
物
な
ど
）、

焼
成
具
合
、
色
調
を
記
述
し
ま
す
。
ま
た
、
観
察
結
果
や
気
付

い
た
点
で
図
に
表
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
は
、
注
記
す
る

こ
と
で
補
足
し
ま
す
。

　

特
に
文
様
や
製
作
技
法
を
顕
著
に
示
す
部
分
な
ど
、「
拓
本
」

を
採
取
し
て
実
測
図
に
付
加
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
測
図
は
土
器
の
情
報
が
凝
縮
さ
れ
た
解
説

図
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
必
ず
し
も
あ
り
の
ま
ま
を
描
写

す
る
の
で
は
な
く
、
模
式
的
に
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
す

る
方
法
が
し
ば
し
ば
と
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
研
究
の
進
展
に
と

も
な
い
、
観
察
す
べ
き
視
点
や
そ
れ
を
表
現
す
る
手
法
も
変
化

し
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
詳
細
に
土
器
を
観
察
し
、
実
測

図
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
土
器
が

時
間
、
地
域
を
越
え
て
、
遺
跡
か
ら
も
っ
と
も
普
遍
的
に
出
土

す
る
遺
物
で
あ
り
、
遺
跡
・
遺
構
の
年
代
を
示
す
「
も
の
さ
し
」

と
し
て
欠
か
せ
な
い
資
料
だ
か
ら
で
す
。
ま
た
、
土
器
の
形
や

作
り
方
の
変
化
、
他
地
域
か
ら
の
土
器
の
移
動
を
調
べ
る
こ
と

で
、
時
代
背
景
や
技
術
伝
播
、
物
資
流
通
の
様
相
な
ど
の
各
種

情
報
を
読
み
解
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

弥
生
土
器
を
例
に
あ
げ
る
と
、
土
器
の
形
の
ほ
か
、
土
器
の

表
面
に
施
さ
れ
た
複
数
の
直
線
文
様
が
ヘ
ラ
状
の
工
具
で
一
本

ず
つ
描
か
れ
た
か
、
そ
れ
と
も
ク
シ
歯
状
の
工
具
で
数
本
の
線

が
一
度
に
描
か
れ
た
か
、
そ
の
違
い
か
ら
土
器
の
年
代
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る
い
は
、
タ
タ
キ
板
で
土
器
の
表
面
を

叩
い
て
成
形
さ
れ
て
い
る
場
合
、
土
器
の
表
面
に
刻
ま
れ
た
タ

タ
キ
目
の
単
位
を
確
認
し
、
ど
の
よ
う
な
タ
タ
キ
板
を
、
ど
の

よ
う
な
角
度
で
、
ど
の
順
番
に
、
ど
の
範
囲
ま
で
施
し
た
か
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
土
器
が
作
ら
れ

た
時
代
や
地
域
が
特
定
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
土
器
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
製
作
技
術
、
文

様
な
ど
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
部
位
、
方
法
、
形
、
使
用
さ

れ
た
工
具
、
粘
土
に
含
ま
れ
る
鉱
物
な
ど
、
土
器
を
詳
細
に
観

察
す
る
こ
と
で
、
そ
の
土
器
が
作
ら
れ
た
地
域
や
年
代
、
使
わ

れ
方
、
製
作
技
術
の
系
譜
、
地
域
間
の
交
流
の
様
相
等
々
、
も

の
言
わ
ぬ
土
器
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

た
だ
、
実
測
図
の
作
成
は
通
常
鉛
筆
描
き
で
、
印
刷
物
に
す

る
に
は
墨
入
れ
な
ど
の
加
工
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
作
業

が
「
ト
レ
ー
ス
」
で
す
。
ト
レ
ー
ス
は
製
図
ペ
ン
を
用
い
て
イ

ン
ク
で
行
な
い
ま
す
が
、
近
年
は
実
測
図
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
取

り
込
み
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
ト
レ
ー
ス
作
業
を
す
る
デ
ジ
タ

ル
ト
レ
ー
ス
が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。　
　

　

次
に
、
土
器
の
観
察
結
果
の
記
録
作
業
と
し
て
欠
か
せ
な
い

の
が
「
写
真
撮
影
」
で
す
。
写
真
に
よ
っ
て
、
実
測
図
で
は
表

現
し
に
く
い
土
器
の
も
つ
材
質
感
や
立
体
感
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
土
器
の
表
面
に
描
か
れ
た
文
様
や
、
土
器

製
作
時
の
調
整
・
接
合
の
痕
跡
、
使
用
の
痕
跡
な
ど
の
細
部
は

必
要
に
応
じ
て
部
分
撮
影
を
行
な
い
ま
す
。
文
字
な
ど
が
墨
書

さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
場
合
に
は
、
赤
外
線
写
真
撮
影
等
の
方
法

に
よ
り
記
録
し
ま
す
。

　
図
版
の
作
成
　
そ
れ
で
は
遺
物
図
を
例
に
、
報
告
書
に
掲
載

す
る
ま
で
の
作
成
手
順
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

作
業
は
、
ま
ず
報
告
書
に
掲
載
す
る
実
測
図
を
選
ぶ
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
同
じ
遺
構
や
同
じ
層
位
か
ら
出
土
し
た
遺
物

は
な
る
べ
く
ま
と
め
て
掲
載
し
、材
質
や
種
別
ご
と
に
わ
け
て
、

本
文
の
記
述
に
即
し
て
配
列
す
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

　

次
に
、
実
測
図
を
報
告
書
に
掲
載
す
る
縮
尺
の
二
倍
（
土
器

の
場
合
、
四
分
の
一
に
縮
小
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ

の
二
倍
の
二
分
の
一
）
に
コ
ピ
ー
し
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
間

隔
を
整
え
て
貼
り
付
け
る
こ
と
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
遺
物

図
版
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

遺
物
図
版
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
で
き
れ
ば
、
あ
と
は
一
点
ず
つ

ト
レ
ー
ス
し
、
印
刷
用
の
版は

ん
し
た下
に
仕
上
げ
ま
す
。
ト
レ
ー
ス
に

あ
た
っ
て
は
、
報
告
書
全
体
で
の
統
一
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
線
の
太
さ
や
表
現
方
法
な
ど
細
部
に
わ
た
り
事
前
に

調
整
し
、
決
め
ら
れ
た
規
格
に
則
っ
て
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
あ
が
っ
た
印
刷
用
版
下
の
上
に
薄
い

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
か
け
て
、そ
こ
に
色
鉛
筆
な
ど
で
、

図
の
タ
イ
ト
ル
や
図
中
に
入
れ
込
む
文
字
の
字
体
・
大
き
さ
、

ト
リ
ミ
ン
グ
、
倍
率
な
ど
の
指
定
を
行
な
い
、
本
文
、
写
真
図

版
な
ど
と
と
も
に
入
稿
し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
、
図
面
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
入
稿
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
特
に
注

意
す
る
こ
と
は
、
細
線
な
ど
が
か
す
れ
た
り
、
と
ん
だ
り
し
な

い
よ
う
高
解
像
度
で
ス
キ
ャ
ン
し
た
デ
ー
タ
を
、
汎
用
性
の
高

い
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
編
集
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
印
刷
所
に
入
稿
し
た
原
稿
は
、
三
回
程
度
の

校
正
を
経
て
印
刷
・
製
本
さ
れ
、
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
報
告
書
の
保
存
と
活
用
　
発
掘
調
査
報
告
書
は
、

失
わ
れ
た
遺
跡
の
記
録
と
し
て
将
来
に
わ
た
り
保
存
、
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
急
速
に
発
達
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
発
掘
作
業
に

お
け
る
測
量
や
写
真
な
ど
の
記
録
作
成
の
ほ
か
、
整
理
作
業
、

報
告
書
作
成
作
業
や
調
査
成
果
の
公
開
・
活
用
な
ど
多
方
面
に

お
い
て
、
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
ま

さ
に
日
進
月
歩
の
状
態
で
あ
り
、
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
傾
向

は
さ
ら
に
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
の
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
記
録
媒
体
で
は
、
必
ず
し
も
半
永
久
的
な
保

存
が
可
能
な
状
態
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
記
録
媒
体

の
規
格
変
更
や
製
造
中
止
な
ど
に
よ
っ
て
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ

が
利
用
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

現
状
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
大
き
な
問
題
を
と
も
な
っ
て
い
る
こ

と
を
十
分
に
認
識
し
た
う
え
で
、
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、報
告
書
の
性
格
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

現
状
で
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

だ
け
で
は
な
く
、
紙
媒
体
に
よ
る
印
刷
物
と
し
て
、
当
該
地
域

の
図
書
館
・
博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
教
育
施
設
、
大
学

等
の
研
究
機
関
、
自
治
体
等
の
関
係
機
関
に
広
く
配
布
し
、
保

管
、
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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遺跡調査報告書に掲載される図版の例
『田

た の

能遺跡発掘調査報告書』（尼崎市文化財調査報告第15集、尼崎市教育委員会、1982）より

　田能遺跡のメインの調査区となった第４調査区
を西から撮影した写真です。
　詳細な遺構平面図を作成するために、遣

や り か た

り方と
呼ばれる杭と横木が調査区の端に柵のように巡ら
されているのが見えます。
　右下に四角く掘られているのは弥生人が埋葬さ
れたお墓です。手前が16号墓、奥が17号墓です。
16号墓に埋葬されていた男性の胸部からは632個
の碧

へきぎょく

玉製
せい

管
くだたま

玉が見つかり、首飾りを着けていたよ
うです。また、17号墓に埋葬されていた男性は左
手首に白銅製の釧

くしろ

（腕輪）を着けていました。
第4調査区第16・17号墓、第5・6溝（西から）

口縁部内面にクシ歯状工
具による扇形文

断面三角形の突帯を2条
貼付け

製作時に粘土を接合した
痕跡

製作時に粘土を接合する
際の指押えの痕跡

製作時に粘土紐を
接合した痕跡

板状工具による仕上げ
（縦方向のハケ調整）

土器の表面をナデ仕上げ
（ヨコナデ調整）

板状工具による仕上げ
（縦方向のハケ調整）

クシ歯状工具による文
様。上から直線文・波状
文・直線文・斜格子文・
直線文・波状文・直線文

板状工具による仕上げ
（縦方向のハケ調整）

左上がりの斜め方向の
ヘラミガキ調整

縦方向のヘラミガキ調整

　右の図は、報告書に掲載さ

れた田能遺跡第４調査区遺構

平面図の一部です。報告書に

は150分の1の縮尺で掲載さ

れています。遺構平面図から

は、調査区全体に溝や大小の

無数の穴が重なり合うように

検出されたことがわかります。

　西及び南は調査区外のため

全容は明らかではありません

が、第4調査区平面図の左下、

逆Ｌ字状に巡る幅約2 ～ 3ｍ

の溝で北辺と東辺を区切られ

た区画のなかに赤色で表示さ

れているのが、前頁に掲載し

た写真の16号墓と17号墓

です。

　首飾りを身に着けた男性が

埋葬されていた16号墓と左

手首に腕輪を着けた男性が埋

葬されていた17号墓は、大

きめの穴を掘ってその中に木

棺に納め、丁寧に埋葬されていましたが、弥生時代になって採用される「方
ほうけいしゅうこうぼ

形周溝墓」と呼ばれる、溝を方形に巡

らしその中央部に墓坑が設けられる形式の墓であったことが、調査後の整理作業及び平面図等の検討から明らかに

なりました。

　左の図は、33分の1の縮尺で報告書に掲載された16

号墓と17号墓の平面図及び断面図です。

　この図は、上に掲載した小縮尺の調査区平面図では表

現できない遺構の詳細を大縮尺の平面図と二方向の断面

図によって記録したもので、重要遺構である木棺墓の規

模、構造、弥生人の埋葬方法等を知ることができます。

　また、16号墓から発見された632個の管玉は、1点1

点番号を付けて取り上げられました。その際の記録とし

て作成された管玉出土状況実測図も、3分の1の大縮尺で

報告書に掲載されています。

　このように、調査区全体を測量した調査区平面図のほ

か、主要な遺構についてはさらに詳細な平面図と断面図、

遺物の出土状況を記録した出土状況実測図などが発掘作

業時に作成されます。

　発掘作業で作成された各種図面類はトレースされ、発

掘調査の記録として報告書に掲載されます。

　右の写真は、田能遺跡第４調査区から出土した弥生土器です。その
形とともに、表面にクシ歯状工具で施された文様などの装飾は、兵庫県
南東部地域の典型的な弥生時代中期の壺です。この壺は発掘されたとき、
既に割れていて欠けた部分もありましたが、整理作業により割れた破片
をつなぎ合わせ、欠けた部分は石膏で補い、元の姿に復元されています。
　この土器の実測図が下の図です。報告書には4分の1の縮尺で掲載
されています。
　中軸線を境に、左側に土器の外面に施された文様や製作時の成形、
調整技法が、右側には土器の断面を描くことで厚さを示し、製作時の
粘土の接合、貼付け痕跡などが表示されています。また、土器内面に
残る製作時の成形、調整技法が表現され、さらに表現しにくい口縁部
内面に施された文様が展開図で付加されています。
　これを具体的に見てみますと次のとおりです。

第4調査区木棺墓
平面図及び断面図

（上）第16号墓
（右）第17号墓

第4調査区平面図（部分）
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